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論 文 の 内 容 の 要 旨

本研究は健康な蹄を有する乳牛に削蹄を実施した場合の効果検討を目的として､代謝プロファイ

ルテスト､行動観察および画像解析を行った｡第1章の緒言では昨今の乳牛の生産性向上による疾

病発生状況に触れ､運動器障害の発生割合増加の背景とその経済的損失から､運動器障害への関心

が高まってきていることを示した｡その上で運動器障害の治療および予防としての削蹄について触

れ､健康な蹄を有する乳牛に削蹄を実施した場合の効果を検討する本研究の検討内容を概説した｡

第2章では健康蹄を有する乳牛に単回削蹄を実施することが血液生化学成分､乳量および乳成分に

及ぼす効果を明らかにするために､蹄病のない健康な泌乳中期から後期の乳牛11頭を用いて試験

を実施した｡削蹄の実施により粗飼料採食量の増加が認められ､アルブミン旭b)､血中尿素態窒

素､アンモニア(N鴫)およびグルコースが有意に減少し､βヒドロキシ酪酸(BHB)が有意に増

加した｡また削蹄後､亨u旨率､乳蛋白率および補正芋川旨量が有意に増加した｡血液生化学検査の結

果からルーメン発酵の安定化が示唆され､その結果､乳脂率､乳蛋白率および補正乳脂量が有意に

増加したものと考えられた｡このように単回削蹄の実施によって､生産性の向上することが認めら

れた｡第3章では単回削蹄が乳牛の行動､血液生化学成分､乳量および乳成分に及ぼす効果を明ら

かにするために､蹄痛がなく健康でフリーストール飼養の泌乳最盛期から中期仏群)の乳牛4頭

と泌乳後期(B群)の乳牛3頭を用いて試験を実施した｡その結果､A､B群ともに1回飼槽採食

時間､飲水時間が増加し､反勿時間が減少した｡B群では削蹄後､起立､横臥回数が増加し､1回

横臥平均時間が減少した｡血液生化学成分では両群において削蹄後BHBの増加が認められ､さら

にA群ではAlb､総コレステロールの増加およびN鴫の減少､B群ではN鴫の減少が認められた

乳生産は削蹄後､A群では補正学ば旨量の増加､B群では乳蛋白率､補正乳量､補正芋川旨量の増加が

認められた｡また､B群はA群に比べて体重が重かった｡以上より削蹄の実施によって採食を中心
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とした乳牛の行動に変化が認められ､採食している飼料の影響から血液生化学成分､乳量および乳

成分に変化が認められた｡また､泌乳最盛期は泌乳後期に比べて体重が大きいため､泌乳最盛期よ

りも泌乳後期においてより顕著に削蹄の効果が認められた｡第4章では単回削蹄が乳牛の採食姿勢

に及ぼす効果を明らかにするためにタイストールで飼養されている乳牛4頭を用いて試験を実施し

た｡その結果､採食時の背線は削蹄前に比べて削蹄後湾曲を示した｡また､背線頂角を形成する最

後胸椎の移動積算が削蹄後減少した｡このように削蹄によって採食時の姿勢に変化が認められ､移

動積算の減少から採食時の姿勢の安定化が示唆され､これが採食に影響する可能性が考えられた｡

第5章では連続削蹄による蹄形の変化と､それが乳量および乳成分へ及ぼす効果を明らかにするた

めに､第2章で用いたタイストール牛群に削蹄を半年に1回､連続して合計3回繰り返し実施した｡

その結果､ゴムマットを敷いたタイストーノ厘司養で全く運動させない蓼合､削蹄の効果は半年でな

くなった｡しかし､連続削蹄の実施により削蹄前の蹄形が整えられることが認められ､補正乳量お

よび補正芋川旨量ともに1回目削蹄時に比べて3回目削蹄時の方が高い値を示した｡以上より､本試

験の飼養環境ではより短い間隔で定期的に削蹄を実施する必要のあることが示唆され､定期的削蹄

により蹄形が安定し､生産性向上に効果を示すことが示唆された｡第6章では個々に検討してきた

試験を総合的に考察した｡その結果､削蹄の実施により蹄形が改善され､姿勢が安定して採食しや

すくなり､栄養状態が改善されて生産性の向上することが示唆された｡また､連続して削蹄を実施

することで蹄形の補正が長期間にわたって維持され､長期的に生産性の向上することが示唆された｡

審 査 結 果 の 要 旨

本研究は6章構成で､健康な蹄を有する乳牛を削蹄して､代謝プロファイルテスト､行動観察およ

び画像解析から護蹄管理が乳牛に及ぼす影響を検討したものである｡

第1章の緒言では昨今の乳牛の生産性向上による疾病発生状況に触れ､運動器障害の発生割合増加

の背景とその経済的損失から､運動器障害の治療および予防としての削蹄の重要性に触れ､健康な蹄

を有する乳牛に削蹄を実施した場合の効果を概説した｡

第2章では健康蹄を有する乳牛を単回削蹄し､血液生化学成分､乳量および乳成分に現れる変化を

明らかにするために､蹄病のない健康な泌乳中期から後期の乳牛を用いて検討した｡削蹄によりアル

ブミン､血中尿素態窒素､アンモニアおよびグルコースが有意に減少し､粗飼料採食量､βヒドロヰ

シ酪酸､乳脂率､乳蛋白率および補正乳脂量が有意に増加した｡血液性状からループン発酵の安定化

が示唆され､その結果として乳脂率､乳蛋白率および補正乳脂量が増加したので､単回削蹄は生産性

の向上に寄与すると結論づけた｡

第3章では単回削蹄が乳牛の行動､血液生化学成分､乳量および乳成分に及ぼす効呆を明らかにす

るために､蹄病がなく健康でフリーストール飼養の泌乳最盛期から中期(A群)の牛と泌乳後期(B

群)の牛を用いた｡A､B群ともに1回飼槽採食時間､飲水時間が増加し､反額時間が減少し､βヒド

ロキシ酪酸の増加が認められた｡A群ではアルブミン､総コレステロール､補正乳脂量の増加および

アンモニアの減少､B群では起立･横臥回数､乳蛋白率､補正乳量､補正乳脂量が増加し､1回横臥

平均時間とアンモニアの減少が認められた｡B群はA群に比べて体重が重かった｡以上より削蹄後に

採食行動に変化が認められ､採食飼料の影響から血液生化学成分､乳量および乳成分が変化するとし

た｡また､体重の大きな泌乳後期の方が顕著に削蹄効果が認められると結論づけた｡

第4章では単回削蹄が乳牛の採食姿勢に及ぼす効果を明らかにするために､タイストール飼養牛を

用いた｡採食時の背線は削蹄前に比べて削蹄後湾曲を示し､背線頂角を形成する最後胸椎の移動積算

が減少した｡削蹄後に採食姿勢に変化が認められ､移動積算の減少から採食時の姿勢が安定化したと

結論づけ､単回削蹄が採食姿勢に影響する可能性を示唆した｡

第5章では連続削蹄による蹄形の変化と乳量および乳成分へ及ぼす効果を明らかにするために､タ
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イストール牛群に対し半年に1回､継続的に3回繰り返し削蹄した｡ゴムマット敷きのタイストール

飼養で全く運動させないと削蹄効果は半年で消失したが､連続削蹄により補正乳量および補正乳脂量

ともにユ回目.削蹄時に比べて3回目削蹄時の方が高い値を示した｡短い間隔で定期的に削蹄すると蹄

形が安定し､生産性向上に効果的であるとした｡

第6章では総合的に考察し､削蹄により蹄形が改善され､姿勢が安定して採食しやすくなり､栄養

状態が改善されて生産性の向上に寄与することを示唆した｡また､定期的な連続削蹄により蹄形の補

正が長期間維持され､長期的な生産性向上につながるとした｡これらの知見は生産獣医療の発展へ貢

献することが期待できる｡

以上について､審査員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合獣医学研究科の学位論文として十分

価値があると認めた｡
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